
謹
ん
で
令
和
五
年
の
新
年
を
言
祝
ぎ
、

皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
は
初
詣
で
多
く
の
方
々
が
「
祈

り
」
を
込
め
て
神
前
に
お
参
り
を
さ
れ
ま

す
。
新
し
い
年
に
当
た
り
誓
い
を
立
て
、

様
々
な
願
い
を
神
様
に
捧
げ
託
し
ま
す
。

生
か
さ
れ
て
い
る
今
に
感
謝
し
、
精
一
杯

日
々
の
生
活
に
力
を
尽
く
す
。
そ
の
よ
う

な
思
い
が
新
年
の
祈
り
で
あ
り
我
々
が
生

き
て
行
く
上
で
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
末
か
ら
世
界
中
に
広
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

当
宮
の
祭
儀
や
様
々
な
行
事
が
影
響
を
受

け
、
天
神
祭
も
令
和
二
年
以
降
、
従
来
の

形
で
の
斎
行
が
出
来
な
い
ま
ま
で
す
が
、

昨
年
は
人
数
を
制
限
し
て
何
と
か
陸
渡
御

を
本
来
の
形
で
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

講
社
の
皆
様
は
じ
め
氏
子
の
方
々
の
お
陰

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

願
人
が
勇
ま
し
く
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

渡
御
の
先
頭
を
行
く
催
太
鼓
、
迫
力
の
あ

る
お
囃
子
を
奏
で
踊
る
天
神
講
獅
子
の
子

供
達
、
金
色
に
輝
く
鳳
神
輿
と
玉
神
輿
、

境
内
に
鳴
り
響
く
地
車
囃
子
と
龍
踊
り
。

境
内
で
の
わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
講
社
の
晴
れ
姿
を
天
神
様
に
ご

覧
い
た
だ
く
事
が
出
来
、
宮
司
と
し
て
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
時
期
的
に
感
染

拡
大
が
心
配
で
し
た
が
、
対
策
を
と
っ
て

最
大
限
出
来
る
限
り
の
天
神
祭
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
も
本
来
の
天
神

祭
の
中
心
で
あ
る
船
渡
御
と
奉
納
花
火
は

実
施
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
で
三
年
間
船
渡
御
は
な
か
っ
た
事
に
な

り
ま
す
。
今
現
在
ど
の
よ
う
な
感
染
対
策

を
取
れ
ば
安
全
に
実
施
出
来
る
の
か
、
講

社
や
協
賛
会
の
方
々
と
共
に
模
索
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は
と
い
う
思
い

は
多
く
の
方
々
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

天
神
祭
は
古
く
か
ら
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
、
千
年
の
歴
史
を
今
に
刻
ん
で
参

り
ま
し
た
。
戦
乱
や
火
事
で
何
度
も
社
殿

を
失
い
、
ま
た
疫
病
や
不
景
気
な
ど
の
影

響
で
天
神
祭
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
神
社

と
氏
子
の
方
々
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越

え
て
来
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

境
内
の
北
東
に
「
舟
渡
御
へ
見
せ
て
浪

速
の
土
性
骨
」
と
い
う
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
浪
速
の
土
性
骨
と
心
意
気
で
出
来

る
事
を
最
大
限
の
努
力
と
工
夫
を
し
て
行

う
と
い
う
気
持
ち
で
、
本
年
の
天
神
祭
に

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
本
年
も
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
癸
卯
年

新
春
号
外

新
春
の
祈
り

大
阪
天
満
宮
　
宮 

司
　
寺
井 

種
治

ど
し
ょ
っ
ぽ
ね
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み
え
ま
す
。
「
大
宰
府
」
と
書
か
れ
よ
う

と
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
宮
で
は
、
御
祭
神
の
菅
原
道
真
公

（
天
神
様
）
を
描
い
た
「
天
神
画
像
」
を

数
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
五
月

二
十
七
日
、
こ
れ
ら
の
天
神
画
像
群
が
大

阪
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
「
天
神
信
仰

関
係
画
像
史
料
一
括
（
77
点
）
」
の
名
で

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
指
定
は
、
数
あ
る
画
像
の
う
ち

か
ら
文
化
的
に
価
値
の
高
い
も
の
だ
け
を

選
り
す
ぐ
る
の
で
は
な
く
、
所
蔵
の
全
て

を
「
天
神
信
仰
関
係
」
と
し
て
一
括
の
指

定
で
す
。
結
果
、
中
世
に
制
作
さ
れ
た
絵

画
史
的
に
価
値
の
高
い
作
品
だ
け
で
は
な

く
、
明
治
期
に
一
般
向
け
に
販
売
さ
れ
た

安
価
な
木
版
画
像
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

御
祭
神
の
画
像
に
は
優
劣
を
つ
け
ず
、
全

て
を
大
切
に
保
管
し
て
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

当
社
報
で
は
、
平
成
九
年
十
二
月
刊
の

第
三
十
三
号
以
降
、
隔
号
の
表
紙
で
天
神

画
像
を
紹
介
し
、
大
阪
工
業
大
学
の
松
浦

清
先
生
に
解
説
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
指
定
を
機
に
、
所
蔵
の
天

神
画
像
の
う
ち
か
ら
、
数
点
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

◆「
束
帯
天
神
像
」と「
渡
唐
天
神
像｣

天
神
画
像
は
、
一
般
に
「
束
帯
天
神
像｣

と
「
渡
唐
天
神
像
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

｢

束
帯
天
神
」
は
、
平
安
貴
族
の
正
装

｢

束
帯
」
を
着
し
、
基
本
的
に
座
像
で
描

か
れ
ま
す
。｢

束
帯
天
神
像
」
は
、
さ
ら

に
い
く
つ
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

●
　

怒
り
天
神
　
冤
罪
で
左
遷
さ
れ
た
た
め
、

眉
を
つ
り
上
げ
、
上
歯
で
下
唇
を
嚙
む
憤

怒
の
形
相
で
、
笏
を
右
手
で
膝
に
押
し
付

け
怒
り
に
耐
え
ら
れ
て
い
る
図
１
の
よ
う

な
御
姿
を
「
怒
り
天
神
」
と
い
い
ま
す
。

　

●
　

白
髪
天
神
・
水
鏡
天
神
　
そ
の
怒
り
の

あ
ま
り
髪
も
髭
も
一
夜
に
し
て
白
く
な
っ

た
様
子
を
描
く
の
が
「
白
髪
天
神
」
、
そ

の
憔
悴
し
た
お
姿
を
川
面
に
映
さ
れ
て
い

る
の
が
「
水
鏡
天
神
」
で
す
。

　

●
　

綱
敷
天
神
　
こ
の
他
に
も
、
左
遷
の
途

次
に
上
陸
し
、
船
の
艫
綱
を
巻
い
て
円
座

の
よ
う
に
座
ら
れ
て
い
る
「
綱
敷
天
神
」

も
「
束
帯
天
神
」
の
一
種
で
す
。

一
方
の
「
渡
唐
天
神
」
は
、
天
神
様
が

日
本
海
を
渡
り
、
中
国
（
宋
）
の
無
準
師

範
に
禅
を
学
ば
れ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る

も
の
で
、
基
本
的
に
立
像
で
描
か
れ
ま
す
。

　

●
　

渡
唐
天
神
　
図
２
の
よ
う
に
、
中
国
服

を
着
て
梅
枝
を
持
つ
の
が
基
本
形
で
す
。

肩
か
ら
掛
け
た
腰
の
袈
裟
袋
に
は
、
無
準

か
ら
与
え
ら
れ
た
衣
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

●
　

文
字
絵
渡
唐
天
神
　
文
字
で
描
い
た
渡

唐
天
神
も
あ
り
ま
す
。
図
３
で
は
、
冠
部

を
「
天
」
で
、
右
肩
か
ら
左
肩
に
か
け
て

は
「
神
」
の
崩
し
字
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

●
　

束
帯
・
渡
唐
天
神
　
「
束
帯
天
神
」
と

「
渡
唐
天
神
」
の
分
類
は
、

前
者
は
「
装
束
」
、
後
者
は

「
伝
説
」
に
よ
る
も
の
で
す

か
ら
普
遍
的
な
分
類
と
は
言

い
難
く
、
図
４
の
よ
う
に
両

分
類
に
跨
る
図
様
も
生
ま
れ

ま
す
。
束
帯
姿
の
立
像
な
が

ら
梅
枝
を
持
ち
、
上
部
の
色

紙
に
は
渡
唐
天
神
に
由
来
す

る
和
歌
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆「
御
生
前
の
菅
原
道
真
公

菅
原
道
真
公
は
、
日
本
史

上
初
め
て
実
在
の
人
間
か
ら

神
に
な
ら
れ
た
存
在
で
す
。

そ
の
た
め
、
御
生
前
の
様
子

を
描
い
た
肖
像
画
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

●
　

菅
公
恩
賜
御
衣
之
図
　
図

５
は
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
、

冤
罪
に
よ
っ
て
大
宰
権
帥
に

左
遷
さ
れ
た
菅
公
の
同
年
九

月
十
日
夜
の
御
姿
を
描
い
て

い
ま
す
。
前
年
の
同
日
に
、

宮
中
の
残
菊
の
宴
で
「
秋
思
」
の
勅
題
に

応
え
て
漢
詩
を
詠
み
、
醍
醐
天
皇
か
ら
御

衣
を
賜
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
、
そ
の

御
衣
を
戴
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

●
　

砂
浜
の
菅
公
像
　
図
６
は
、
海
辺
の
岩

に
腰
掛
け
て
、
子
ど
も
に
文
字
を
教
え
ら

れ
る
菅
公
で
す
。
砂
浜
に
「
大
」
の
字
が

昨
年
は
「
壬
寅(

み
ず
の
え
・
と
ら)

」

の
年
で
し
た
。｢
壬｣
は
責
任
を
担
う｢

任｣

に
通
じ
、｢

寅
」
は
人
が
手
を
合
わ
せ
て
約

束
す
る
こ
と
を
示
す
象
形
文
字
で
、「
畏
れ

慎
ん
で
進
む
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
「
壬
寅
」
の
昨
年
は
、

畏
れ
慎
み
な
が
ら
も
、
自
ら
の
任
務
を
自

覚
し
て
、
責
任
を
果
た
す
べ
き
年
だ
っ
た

の
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・

う)

」
の
年
で
す
。｢

癸
」
は
「
揆
」

に
通
じ
、
「
測
る(

は
か
る)

」
と
い

う
字
義
を
持
つ
と
と
も
に
、
「
測
る
」

た
め
の
正
し
い
筋
道
を
も
意
味
し
て
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、｢

揆
を
一
に
す
る
」

と
い
う
の
は
、
考
え
方
の
筋
道
を
同
じ
く

す
る
こ
と
を
言
う
の
で
す
。
ち
な
み
に
、

百
姓
一
揆
な
ど
の
「
一
揆
」
も
、
実
は
蜂

起
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
一
致

団
結
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
一
方
の
「
卯
」
は
、
二
本
の
縦
線

が
門
柱
を
表
し
、
そ
の
両
側
が
左
右
に
開

い
た
扉
を
示
す
象
形
文
字
で
す
。
そ
の
た

め
「
卯
」
は
、
門
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
手
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
新
し

い
分
野
に
も
取
り
組
み
、

万
物
を
繁
茂
さ
せ
る
意

味
を
持
つ
の
で
す
。
　

よ
っ
て
、「
癸
卯
」

の
今
年
は
、
万
事
に
正

し
く
筋
を
通
し
て
、
新
た
な
分
野
で
も
繁

栄
に
向
か
う
べ
き
年
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
す
。
門
を
開
い
た
先
に
広
が

る
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
お
い
て
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
正
し
い
筋
道
を
進

む
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
年
だ
と
も
い
え

そ
う
で
す
。

(

安
岡
正
篤
大
人
の
著
書
か
ら
）

令
和
五
年
元
旦
　
　
　
大
阪
天
満
宮

今
年
の
干
支

癸
卯(

み
ず
の
と
・
う)

当
宮
の
「
天
神
画
像
」
群

大
阪
市
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定

当
宮
の
「
天
神
画
像
」
群

大
阪
市
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
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み
え
ま
す
。
「
大
宰
府
」
と
書
か
れ
よ
う

と
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
宮
で
は
、
御
祭
神
の
菅
原
道
真
公

（
天
神
様
）
を
描
い
た
「
天
神
画
像
」
を

数
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
五
月

二
十
七
日
、
こ
れ
ら
の
天
神
画
像
群
が
大

阪
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
「
天
神
信
仰

関
係
画
像
史
料
一
括
（
77
点
）
」
の
名
で

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
指
定
は
、
数
あ
る
画
像
の
う
ち

か
ら
文
化
的
に
価
値
の
高
い
も
の
だ
け
を

選
り
す
ぐ
る
の
で
は
な
く
、
所
蔵
の
全
て

を
「
天
神
信
仰
関
係
」
と
し
て
一
括
の
指

定
で
す
。
結
果
、
中
世
に
制
作
さ
れ
た
絵

画
史
的
に
価
値
の
高
い
作
品
だ
け
で
は
な

く
、
明
治
期
に
一
般
向
け
に
販
売
さ
れ
た

安
価
な
木
版
画
像
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

御
祭
神
の
画
像
に
は
優
劣
を
つ
け
ず
、
全

て
を
大
切
に
保
管
し
て
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

当
社
報
で
は
、
平
成
九
年
十
二
月
刊
の

第
三
十
三
号
以
降
、
隔
号
の
表
紙
で
天
神

画
像
を
紹
介
し
、
大
阪
工
業
大
学
の
松
浦

清
先
生
に
解
説
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
指
定
を
機
に
、
所
蔵
の
天

神
画
像
の
う
ち
か
ら
、
数
点
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

◆「
束
帯
天
神
像
」と「
渡
唐
天
神
像｣

天
神
画
像
は
、
一
般
に
「
束
帯
天
神
像｣

と
「
渡
唐
天
神
像
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

｢

束
帯
天
神
」
は
、
平
安
貴
族
の
正
装

｢

束
帯
」
を
着
し
、
基
本
的
に
座
像
で
描

か
れ
ま
す
。｢

束
帯
天
神
像
」
は
、
さ
ら

に
い
く
つ
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

●
　

怒
り
天
神
　
冤
罪
で
左
遷
さ
れ
た
た
め
、

眉
を
つ
り
上
げ
、
上
歯
で
下
唇
を
嚙
む
憤

怒
の
形
相
で
、
笏
を
右
手
で
膝
に
押
し
付

け
怒
り
に
耐
え
ら
れ
て
い
る
図
１
の
よ
う

な
御
姿
を
「
怒
り
天
神
」
と
い
い
ま
す
。

　

●
　

白
髪
天
神
・
水
鏡
天
神
　
そ
の
怒
り
の

あ
ま
り
髪
も
髭
も
一
夜
に
し
て
白
く
な
っ

た
様
子
を
描
く
の
が
「
白
髪
天
神
」
、
そ

の
憔
悴
し
た
お
姿
を
川
面
に
映
さ
れ
て
い

る
の
が
「
水
鏡
天
神
」
で
す
。

　

●
　

綱
敷
天
神
　
こ
の
他
に
も
、
左
遷
の
途

次
に
上
陸
し
、
船
の
艫
綱
を
巻
い
て
円
座

の
よ
う
に
座
ら
れ
て
い
る
「
綱
敷
天
神
」

も
「
束
帯
天
神
」
の
一
種
で
す
。

一
方
の
「
渡
唐
天
神
」
は
、
天
神
様
が

日
本
海
を
渡
り
、
中
国
（
宋
）
の
無
準
師

範
に
禅
を
学
ば
れ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る

も
の
で
、
基
本
的
に
立
像
で
描
か
れ
ま
す
。

　

●
　

渡
唐
天
神
　
図
２
の
よ
う
に
、
中
国
服

を
着
て
梅
枝
を
持
つ
の
が
基
本
形
で
す
。

肩
か
ら
掛
け
た
腰
の
袈
裟
袋
に
は
、
無
準

か
ら
与
え
ら
れ
た
衣
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

●
　

文
字
絵
渡
唐
天
神
　
文
字
で
描
い
た
渡

唐
天
神
も
あ
り
ま
す
。
図
３
で
は
、
冠
部

を
「
天
」
で
、
右
肩
か
ら
左
肩
に
か
け
て

は
「
神
」
の
崩
し
字
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

●
　

束
帯
・
渡
唐
天
神
　
「
束
帯
天
神
」
と

「
渡
唐
天
神
」
の
分
類
は
、

前
者
は
「
装
束
」
、
後
者
は

「
伝
説
」
に
よ
る
も
の
で
す

か
ら
普
遍
的
な
分
類
と
は
言

い
難
く
、
図
４
の
よ
う
に
両

分
類
に
跨
る
図
様
も
生
ま
れ

ま
す
。
束
帯
姿
の
立
像
な
が

ら
梅
枝
を
持
ち
、
上
部
の
色

紙
に
は
渡
唐
天
神
に
由
来
す

る
和
歌
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆「
御
生
前
の
菅
原
道
真
公

菅
原
道
真
公
は
、
日
本
史

上
初
め
て
実
在
の
人
間
か
ら

神
に
な
ら
れ
た
存
在
で
す
。

そ
の
た
め
、
御
生
前
の
様
子

を
描
い
た
肖
像
画
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

●
　

菅
公
恩
賜
御
衣
之
図
　
図

５
は
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
、

冤
罪
に
よ
っ
て
大
宰
権
帥
に

左
遷
さ
れ
た
菅
公
の
同
年
九

月
十
日
夜
の
御
姿
を
描
い
て

い
ま
す
。
前
年
の
同
日
に
、

宮
中
の
残
菊
の
宴
で
「
秋
思
」
の
勅
題
に

応
え
て
漢
詩
を
詠
み
、
醍
醐
天
皇
か
ら
御

衣
を
賜
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
、
そ
の

御
衣
を
戴
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

●
　

砂
浜
の
菅
公
像
　
図
６
は
、
海
辺
の
岩

に
腰
掛
け
て
、
子
ど
も
に
文
字
を
教
え
ら

れ
る
菅
公
で
す
。
砂
浜
に
「
大
」
の
字
が

図
１　

室
町
時
代

図
２　

室
町
時
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
佐
光
信
筆

図
３　

桃
山
時
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
衛
信
尹
筆

図
４　

室
町
〜
桃
山
時
代

図
５　

明
治
時
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
松
春
筆

図
６　

昭
和
三
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
年
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん

　

ぞ
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大
阪
天
満
宮
社
報

天
満
て
ん
じ
ん
　

新
春
号
外

令
和
四
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

令
和
五
年
元
旦
発
行

発
行
人
　
寺
井
種
治

発
行
所
　
大
阪
天
満
宮
社
務
所

　
〒
530
│

0041 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
一
│
八

　
　
　
　
　
TEL 

〇
六
│

六
三
五
三
│

〇
〇
二
五

印
刷
所
　
木
村
印
刷
株
式
会
社

（
四
列
目
　
右
か
ら
）

広
報
企
画
室
　
後
藤
　
康
文

広
報
企
画
室
　
保
坂
　
幸
彦

巫
女
　
　
　
永
里
　
歩
花

巫
女
　
　
　
島
田
　
唯
可

巫
女
　
　
　
唯
　
　
仁
美

巫
女
　
　
　
大
嶋
　
麻
耶

巫
女
　
　
　
守
澤
　
亜
梨
沙

会
館
　
　
　
阪
本
　
美
紀

文
化
研
究
所
　
高
島
　
幸
次

文
化
研
究
所
　
宗
石
　
真
由
美

（
五
列
目
　
右
か
ら
）

会
館
　
　
　
稲
原
　
亨
亮

会
館
　
　
　
枡
宇
　
美
里

会
館
　
　
　
木
綿
　
葵

会
館
　
　
　
野
出
　
歩
美

会
館
　
　
　
森
　
　
仁
美

会
館
　
　
　
比
嘉
　
美
央

会
館
　
　
　
薮
内
　
玲
佳

会
館
　
　
　
吉
井
　
康
二
郎

会
館
　
　
　
新
井
　
泰
敬

会
館
　
　
　
山
本
　
真
寛

（
前
列
　
右
か
ら)

権
禰
宜
　
　
川
井
　
義
晴

参
事
　
　
　
三
宅
　
隆

禰
宜
　
　
　
津
江
　
憲
典

　
　
　
　
　
寺
井
　
圭
子

宮
司
　
　
　
寺
井
　
種
治

禰
宜
　
　
　
柳
野
　
等

禰
宜
　
　
　
糸
数
　
智
子

権
禰
宜
　
　
菅
野
　
喬
紘

権
禰
宜
　
　
中
西
　
佑

（
二
列
目
　
右
か
ら
）

権
禰
宜
　
　
今
井
　
美
里

権
禰
宜
　
　
青
木
　
邦
友

権
禰
宜
　
　
國
本
　
幸
美

権
禰
宜
　
　
南
井
　
広
也

権
禰
宜
　
　
園
　
　
博
年

権
禰
宜
　
　
江
戸
　
英
一
郎

権
禰
宜
　
　
中
村
　
泰
輔

権
禰
宜
　
　
鈴
木
　
秀
法

権
禰
宜
　
　
中
村
　
允
宣

権
禰
宜
　
　
長
谷
川
　
将
大

（
三
列
目
　
右
か
ら
）

巫
女
　
　
　
西
畑
　
爽
子

営
繕
　
　
　
北
野
　
圭
将

出
仕
　
　
　
仲
　
　
真
矢

出
仕
　
　
　
臼
杵
　
浩
秀

出
仕
　
　
　
須
山
　
理
絵
子

出
仕
　
　
　
松
尾
　
真
奈

出
仕
　
　
　
渡
邊
　
悠
　

巫
女
　
　
　
柳
村
　
郁
美

巫
女
　
　
　
辻
田
　
久
美
子

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す


